CHUBU 

臟醐書 ( 保証書付 ) 
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籲ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。 

癱ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。 
•表示と意味は次のようになっています。 


△警告 


誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が、想定される内 
容を示しています。 


A 注意 


誤った取り扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損害の発生が、想定され 
る内容を示しています。 


木 


* 物的損害とは、家屋•家財および家畜•ペットにかかわる拡大損害を示します。 

図記号の例 

A 

注意 

△は注意（危険•聱告を含む）を示します。 

具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。 

分解禁止 

〇は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、〇の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「分解禁止」を示します。 

プラグを抜く 

♦は、強制（必ずすること）を示します。 

具体的な強制内容は、•の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「差し込みプラグをコンセントから抜くこと」を示します。 



_お手元に届いたら、すぐに運送上の損傷がないかチェックすること 
もし、損傷があれば運送会社へ損傷の状況を（梱包の箱と共に）連絡してください。 
損傷のまま使用しますと、感電、火災、ケガ等の原因となります。 


❶ 

損傷確認 


離本機の設置は、弊社指定のサービスマン以外は行わないこと 
設置に不備がある場合、故障や事故の原因になります。 


❶ 

サービスマン 


•アースエ事を必ず行うこと 

アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アースが不完全な場合は、 
感電の原因になります。（電気工事業者による第3種接地工事が必要です。） 


❹ 

アースエ事 


♦電源は本製品専用とすること 

電源コードは途中で捺続したり、延長コードの使用、およびタコ足配線をした場合には、感電や発熱、火 
災の原因になります。 


❶ 

専用電源 


•本製品の給水ホースと水道の接続は規格の水道バルブを使用すること 
水漏れの原因となり、漏電、感電の原因になります。 


❶ 

規格品 


•屋外で使用しないこと 

雨水のかかる場所で使用されますと、溫電、感電の原因になります。 


(S) 

屋外禁止 


籲本機は業務用ですので子供には使わせないこと 
感電、ケガの原因になります。 


(S) 

禁 止 


① 
















•本製品は 1 台につき〗個の漏電遮断器（地絡過負荷.短絡保護兼用形）を 
以下のように設置すること 

(専門業者に依頼して電気工事内線規定に従った工事を行ってください。） 


❶ 

漏電遮断器設置 



參電源コードを傷つけたり、汚さないこと 

加工したり、引っ張ったり、たばねたり、重いものを載せたり、はさみ込んだり、また汚したりすると、 
電源コードが破損し感電、火災の原因になります。 

禁 止 

•電源コードは本機の真下を通したり、熱くなる表面や鋭利な角に接触させないこと 

電源コードが破損し感電、火災の原因になります。 

0 

禁止 

參濡れた手で電気部品に触れたり、操作をしないこと 
感電の原因になります。 

濡手禁止 

•異常時は、運転を停止し元電源を切って、すぐに最寄りの販売会社へ連絡すること 
異常のまま運転を続けると感電、火災の原因になります。 

〇 

兀電源 

•改造は絶対に行わないこと 
改造工事をされると、感電、火災の原因になります。 

改造禁止 

•修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修理しないこと 
異常作動してケガをしたり、修理に不備があると感電、火災などの原因になります。 

分解禁止 

•湿気の多い所や、水のかかり易い場所に据え付けないこと 
絶縁低下から漏電、感電の原因になります。 

湿気禁止 

參本製品に直接水をかけないこと 
中の電気部品に水がかかり、漏電や故障の原因になります。 

水気禁止 


❶ 

電圧 


•電源は定格の電圧のものを使用すること 
電源を入れる前に供給されている電圧が装置の定格と合っているか確認してください。 

















參本機の使用中又は使用後に扉を開ける際は蒸気に注意すること 
高温の蒸気が 吹 き出ることがあり、やけどの原因になります。 

拳本機を使用中にオーブン内から食品を取り出す際はオーブン専周手袋を着用すること 

トレーや扉 • ガラス•庫内が高温になっており、やけどの原因になります。 


•本機のお手入れや消耗品の交換をする際は本機が熱くないことを確認してから作業すること 
やけどの原因になります。 


春本機のお手入れや消耗品の交換をする際は元電源を切って作業すること 
感電の原因になります。 


•本機の使用を一時的に中止して保管する場合は、幼児が遊ぶ場所を避け扉を開閉できないよう 
にすること 

幼児が閉じこめられるなど事故の原因になります。 

春本携を他に売ったり、譲渡されるときの本携の設置は、弊社指定のサービスマン以外は行わな 
いこと 

設置に不備がある場合、故陣や事故の原因になります。 


高温蒸気注意 

I 

虽温 >主意 

高温注意 

耳 

兀電源 

開閉防止_ 

サービスマン 


•丈夫で平らな所に水平になるように据え付けること 
据え付けに不備があると転倒、落下によるケガなどの原因になることがあります。 

•ハ°ン生地を焼くために使用すること 

目的外の用途で使用されますと故障の原因になります。 

參扉の開閉時に扉の可動部に指をはさまないように注意すること 
ケガなどの原因になります。 

•本機の 庫 内の清掃は 庫 内温度が 55^ C 以下で行なうこと 
庫 内の温度が高い状態で洗浄するとやけどのおそれや、 庫 内の色が変色する場合があります, 

•一日の営業が終了したら、安全のため運転を停止し、元電源を切ること 


•本機のまわりには、可燃性（カーテン、新聞紙、紙袋等）や引火性（エアゾール缶、ガソリン、 
ベンジン、接着剤、石油缶等）の物は置かないようにすること 
スイッチの火花などで引火し、発火の原因になることがあります。 


水平設置 

用途注意 

指詰め注意 

>显度)主意 

元電源 

禁止 


③ 













籲このお使いになっている商品を他に売ったり、譲渡されるときは、新しく所有者となる方が安 
全な正しい使い方を知るために、この取扱説明書を商品本体の目立つ所にテープ止めすること 


テ- 


0 

ープ止め 



•1 日の運転が終了したら、本樺の庫内を洗浄してください 
食品のカス等が付着したりして故障の原因になります。洗浄のしかたは、9ぺージをご覧ください。 


•廃棄の際は、最寄りの販売会社または地域の自治体担当部局や専門業者に処理方法を確認して 
ください 















I 


この機械はパン生地を焼くためにお使いいただけます。 



水タンク 




A づ —ム\ 






SIB 


000000000 0 0 0 0 0 


棚アミ下段 


( FBD 61 A は無) 




コンペ■'クシヨン 
ヒータ— •フアン 


( FBD 61 A は無) 


































水 タンク 棚 アミ 上段 （1 個） 棚 アミ 下段 （1 個） 取扱説明書（本書) 

( FBC 62 A は無） （ FBD 61 A は無） （ FBD 6 "fA は無） 







































△警告 


電気工事は、専門業者以外は行わ 
ないこと 

工事に不備がある場合、故障や事故の 
原因になります。 

❶ 

専門業者 

本樺の設置は、弊社指定のサービ 


スマン以外は行わないこと 

A 

設置に不備がある場合、故障や事故の 

If 

原因になります。 

サービスマン 

設置工事は、専門業者に依頼する 


こと 


お客様ご自身で工事をされ、不備があ 

禁止 

ると機器の故障や感電、火災などの 事 


故の原因になることがあります。 

V 

) 


1■本機は傾けないように運搬してください。 


-△注意- 

漏電遮断器及びアース接続は電気 A 
工事内線規定に従った工事を行っ V 
てください。 工事 



1. タンク置台を取り付けます。 

オーブン本体左側面に取付済みの取付ネジ3本を取り 
外します。タンク置合のネジ穴と本体のネジ穴を合わせ 


てネジを締め付け取り付けます。 



2 . 本機を安定した平らな面に水平に設置してください。 


2 .ホースを水タンクに取り付けます。 


①本機の周辺1 0 cm 以内は物を置かないでください。 
また、本機の左右は保守時の開閉のため 50 cm 、 前 
面は扉の開閉のため 50 cm 以上は確保してください。 



3. 電気の接続を行ってください。 

① 電源 （200 V 、 相数、周波数）を確認してください0 

② 漏電遮断器を設置してください。 

③ アース接続を確認してください。 


ホースをねじれないよう 
注意してナイロンクラン 
プに通します。水タンク 
をタンク置台に置き、水 
タンクのコックに確実に 
差し込んでください。 




1. 扉の開け方 

取手を図の様に手前に 
引くと扉が開きます。 

2 . 扉の閉め方 

取手を図の様に手前 
から持ち上げるよう 
に扉を閉めます。 





※強く押し付けないでください。 
























△ 注意 


高温 (230 °C 以上)での長時間運転 A 
はなるベぐ避けてください。 ^ 

ファンモータの故障の原因になる場合 
があります。 



1. 電源を入れるには… 


o r t o 



O 



2•加熱するには… 


〇( )0 



操作パネル最下部にある[才 
ーブン切換スイッチ]を左 
右に回し、デッキオーブン 
またはコンべクシヨンオー 
ブンを選びます。選んだ方 
のランプと庫内照明が点灯 
します。 


FBD 61 A - FBC 62 A の場合 


本体右側面にある漏電ブレ 
一力一を「入」にする。 


[上火温度/庫内温度 • 調節 
ダイヤル]を時計方向に回 
し、お好みの温度に設定し 
ます t > 1.で選んだヒーター 
の通電ランプが点灯し、設 
定温度まで加熱します。庫 
内温度が設定温度になりま 
したら、 i 肖灯します。 


FBW 61 A * FBD 61 A の場合 


[下火温度•調節ダイヤル] 
も同様に、 B 寺計方向に回し、 
お好みの温度に設定します。 

※各通電ランプが点灯して 
いる間は、ヒーターが通電 
中です。 


3. バン生地を庫内に入れます。 

庫内温度が設定温度 
になりましたら、ゾ< 

ン生地をのせた天板 
を庫内に入れます。 

各通電ランプが点 
灯•消灯を繰り返し 
庫内温度の調整を行 
います。※庫内は高温になっていますのでヤケド 
に気を付け、天板の出し入れは乱暴にしないでく 
ださい。 



4. 報知タイマーを使うには… 


タイマーダイヤルを時計 
方向に回しお好みの設定 
時間に設定すると、調理 
の終了をブザーでお知ら 
せします。ダイヤルは [0] 
に戻るとブザーは鳴り続けま 
す。止めるには、[切]まで 
戻してください。 

※設定可能時間は60分〜 
1分です。 （20 分以内に設定する場合は、一度30分以上 
に回してから戻して設定してください。） 


5■加熱（通電）を停止するには… 

調理が終わり通電を停止するには、[オーブン切 
換スイッチ]のダイヤルを[切]に合わせます。[上 
火温度/庫内温度*調節ダイヤル][下火温度•調 
節ダイヤル]とも[切]に合わすと加熱は停止し、 
電源は OFF になります。 【 FBD 61 A . FBC 62 A 】 は 
漏電ブレーカーを切ってください。 

※各通電ランプが点灯している間は、ヒーターが 
通電中です。 




水タンクに適量の水を 
入れ、加熱中水タンク 
のコックを[開]の方 
へ回すと庫内のスチー 
ムタンクに水が送られ 
スチームが PS 射します。 
※■^秒以上開口し続け 
ないでください。スチ 
—ムタンクから溢れる 
場合があります。 






















△注意 


本機の庫内の清掃は庫内温度が 
55° C 以下で行うこと 

庫内の温度が高い状態で洗浄するとや 
けどのおそれや、庫内の色が変色する 
場合があります。 


❶ 

温度注意 



•窓の清掃 

1 • 窓の温度が充分に下がってから行ってください。 
2. —日に一度、濡れたタオルなどで拭いてください。 

•庫内の清掃 


1.お手入れをする際には漏電ブレーカーを 「 OFF 」 
にしてください。また、電気装置や配線に触ら 
ないようご注意ください。 


2. 直接水をかけての掃除は故障の原因となります 
のでおやめください。 

※操作パネルには絶対に水をかけないでください。 



3•本体外装は中性洗剤を使用し、布等で汚れを拭 
き取ってください。 



1. パンくず等、庫内の汚れは乾いたタオルなどで拭 
き取ってください。 

2. 特にスチームタンク上面のスチーム吹き出し口は、 
目詰まりしないよう乾いたタオルなどで拭いてく 
ださい。 

3•汚れが目立つときは、よく絞った濡れタオルなど 
で拭いてください。 



•操作パネルの清掃 

1. 一週間に一度、軽くしぼったタオルなどで拭いてく 
ださい。 

2. 汚れがひどい場合は、中性洗剤をタオルなどにしみ 
こませて拭いてください。 




1. お手入れが終わりましたら安全のために、電源コー 
ドに異常な発熱、亀裂、すり傷などがないか点検を 
おこなってください。 
























As 注思 - 

•消耗品の交換を行う際には、必 A 
ず漏電ブレ-力-を 「 OFF 」 に 
してください。 '温度注意 



•照明灯の電球は、販売店にご注文ください。 


4.新しいハロゲン電球を差し込みます。 



1.メインスイッチ「切」をにします。 

2■庫内の左側面にある照明灯フレームを固定している 
㊉ ネジ （2 本）を ㊉ ドライバーで外します。 


5■電球の交換後、2•〜3•の逆の手順で組み立ててくだ 
さい。 



3•照明灯フレーム•遮熱ガラスを取り外し、 ハロゲン 
電球を抜き取ります。 



△警告 


本機のお手入れや消耗品の交換を 
する際は、本機が熱くないことを 
確認してから作業すること V 

やけどの原因になります。 高— 


本機のお手入れや消耗品の交換を 
する際は、電源プラグを抜くか、^ 
元電源を切って作業すること ^ 

感電の原因になります。 州槪 

















1 .温度が上昇しない場合 


3■ハイリミッタスイッチ （ SW ) 


(1) 電源の供給が適正であるか確認してください。 

(2) 元の ブレーカーと 本体内の ブレーカーを 確認 
してください 0 

(3) 設定温度が適正であるか確認してください。 

設定温度が炉内温度よりも低いと、ヒーター 
へ通電されません。 


2. 蒸気が発生しない場合 

(1) 炉内温度を確認してください。炉内温度が低 
いと蒸気は発生しません。 


炉内の温度が異常上昇すると、ハイリミッタ SW 
が働き、オーブンへの通電を遮断します。電源の 
供給やブレーカーが正常な場合にメインスイ ッチ 
が入らない時はハイリミッタ SW が働いていること 
が考えられます。至急お買い求めの販売代理店ま 
たは最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 


•上記対処で判断できない場合、そのままご使 
用にならずにお買い求めの販売代理店または 
最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 


鋁巧 
: M 


5 ■漏露 

纖纖變 II 

■画醒繼讎_ 

ハロゲン電球 

FBW61A184-0 
(12V 20W) 

ランプが切れたら本誌 P.10 を参照し、交換し 
てください。 

扉用パッキン 

FBW61A138-0 

劣化したら交換してください。 

調整が必要ですので最寄りの弊社営業所にご 
連絡ください。 
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保証書 


讓_||議 

HyBO オーブンシリーズ 

x >；$；$：• ：^ a - S ' 

圍賴 

故:；较:敎發资: 


ふ二?イ⑽: 

戀麵 

" 年月日 

卜 _ 

1年 

籙纖_奪毅 

お-様の 

il® 


__議 

糸 

'販売踩 

住所 



※必ず各檷をご記入ください。 


* 印欄に記入のない場合は無効となりますから必ず 
ご確認ください。 

この保証書は、本書記載内容で無料修理を行うこ 
とをお約束するものです。 

お買い上げの日から上記保証期間中に、取扱説明 
書、本体ラベルその他の注意書きに従った正常な 
使用状態で故障した場合には、本書記載内容にも 
とづき、お買い上げの販売店が無料修理いたしま 
すので、商品とこの保証書をご持参ご提示のうえ、 
お買い上げ販売店にご依頼ください。 


CHUBU 

株中部コ-ポレ-シヨン 

•お客様窓口 TEL 0594 (32)1131 

〒51 1-0944 三重県桑名市大字芳ケ崎字堂ケ味1533の1 


アフターサービスについて 

♦保証書はお買い上げの販売店でお渡しします。記載 
内容をご確認の上大切に保管してください。紛失され 
ても再発行は致しません。 

籲保証書にお買し、上げ日、販売店など所定事項の記入 
がないと有効とはなりません。記入がないときはすぐに 
お買い上げ店にお申し出ください。 

•万一、故障した場合には、保証期間中は保証書の 
記載内容に準じて無料修理を致します。 

•詳細は保証書をお読みください。 

籲保証期間内の修理な どア フター サービスについて ご 
不明のときは、お買い上げの販売店、または、最寄りの 
各営業所までご連絡く ださい。 


CHUBU 

社中部コ-ポレ""シヨン 

•お客様窓口 TEL 0594 (32)1131 

フード楼器事業部/三重県桑名市大字芳ケ蝻字堂ケ蜂1533の1〒51 1-0944 
東京/ TEL 03 (3633) 9501 大阪 /TEL 06 (6788) 2251 
中部/ TEL 0594 (32) 1130 福岡/ TEL 092 (474) 1312 



環填保謎のため、この取扱説明書は再生紙を使用しております。 


08.10 




